
 

 

 

排出削減実績報告書 

排出削減事業の名称： 

工場における LPG・A 重油ボイラーシステムから 

高効率 LNG ボイラーシステムへの更新 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申請日： ２０１９年 ４月１５日 

排 出 削 減 事 業 者 名 ：三木特種製紙㈱ 印 

  

排出削減事業共同実施者名：カーボンフリーコンサルティング㈱  印 

 

そ の 他 関 連 事 業 者 名 ：          印 

 



1 排出削減事業者の情報 

排出削減事業者 

会社名 三木特種製紙株式会社 

排出削減事業を実施する事業所  

事業所名 本社工場 

住所 愛媛県四国中央市川之江町１５６ 

排出削減事業共同実施者（国内クレジット保有予定者） 

排出削減事業共同実施者名 カーボンフリーコンサルティング株式会社 

その他関連事業者（注３）（複数の関連事業者がいる場合、行を挿入し全ての関連事業者を記載すること） 

関連事業者名  

 

 

2 排出削減活動の概要 

2.1 排出削減事業の名称 

工場における LPG、A 重油ボイラーシステムから高効率 LNG ボイラーシステムへの更新 

 

 

2.2 排出削減事業の目的 

工場で使用しているボイラーを高効率の機種へ更新するとともに、LPG、A 重油から LNG への

燃料転換により、二酸化炭素排出量を削減する。 

 

2.3 温室効果ガス排出量の削減方法 

 

現在使用中の LPG、A 重油ボイラーを高効率 LNG ボイラーへ更新する。これにより、エネル

ギーの使用の合理化を進めるとともに、二酸化炭素の排出原単位が小さい燃料へ転換することで、

二酸化炭素排出量の削減を図る。 

 

 

2.4 国内クレジット認証要件の確認 

排出削減量は承認排出削減計画に従って当該計画を実施した結果生じたものか ■はい 

□いいえ 

排出削減量は承認排出削減方法論及び承認排出削減事業計画に従って算定され

ているか 

■はい 

□いいえ 

 

 

2.5 承認排出削減事業計画からの変更項目 



 

3 排出削減活動期間 

3.1 プロジェクト開始日 

排出削減事業計画 4 項に沿って記載（計画から変更あった場合は、実際の開始日に変更して記載）。 

2011 年 1 月 4 日 

3.2 モニタリング対象期間 

（本報告における実績報告期間） 

2016 年 4 月 1 日 ～2019 年 1 月 3 日 

 

 

 

4 温室効果ガス排出削減量 

4.1 採用した排出削減方法論の情報 

方法論番号 方法論名称 

001 ボイラーの更新 

 

 

4.2 活動量 

 

4.2.1 活動量・原単位 

 

4.2.2 活動量の採用根拠 

 

4.3 事業の範囲（バウンダリー） 

本事業における算定のバウンダリーは、更新前が LPG ボイラー8 台  A 重油ボイラー2 台、更

新後が LNG ボイラー10 台である。 

 

 



4 

 

 

5 モニタリング対象指標 

排出削減事業計画 7.1 項を参照して記載。記載内容に変更のある場合、変更理由を項目ごとに記載すること。 

項目 定義 単位 実績値 
モニタリング方法・ 

根拠資料 

（ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ方法に変

更ある場合、）変更理

由 

Ffuel,Pj 事業実施後の燃料使用量 t 平成 26 年度以降 

6,879.5t 

エネルギー管理システム、ボイラーに設置されて

いる燃料流量計により第一ボイラー室、第二ボイ

ラー室に分けて集計し、月報にて確認を行う。 

 

HVfuel,Pj 事業実施後の燃料の単位

発熱量 

GJ/t 54.5 デフォルト値  

εBL 事業実施前ボイラーシス

テム効率 

% 【ボイラー室１】 

総合効率 91.6% 

92.5%(NSCB-20PGT) 

88.8%(SSB-21SG) 

【ボイラー室２】 

85.5%(NBO-1500N) 

カタログ値より算出 

（高位発熱量基準） 

 

εPj 事業実施後ボイラーシス

テム効率 

% 【ボイラー室１】 

90.0%(2000EPPG) 

【ボイラー室２】 

90.0%(SQ-2000ZS) 

カタログ値より算出 

（高位発熱量基準） 

 

CFfuel,BL 事業実施前燃料の単位発

熱量あたりの排出係数 

t-CO2/GJ 0.0708 (A 重油) 

0.0601 (LPG) 

デフォルト値  



 

CFfuel,Pj 事業実施後燃料の単位発

熱量あたりの排出係数 

t-CO2/GJ 0.0513 デフォルト値  

 

 

 

7 排出削減量の計算 

7.1 事業実施後排出量 

活動量 単位発熱量 排出係数 CO2 排出量 

6,879.5[t] 54.5 [GJ/t] 0.0513[t-CO2/GJ] 19,234.1 [t-CO2] 

EMPJ 19,234.1 [t-CO2] 

 

PjfuelPjfuelPjfuelPj CFHVFEM ,,,   

EMPj [t-CO2/年]   ：事業実施後排出量 

Ffuel,Pj [kL/年]     ：事業実施後（燃料転換後）の燃料使用量 

HVfuel,Pj [GJ/kL]  ：事業実施後（燃料転換後）の単位発熱量 

CFfuel,Pj [t-CO2/GJ]：事業実施後（燃料転換後）の単位発熱量あたりの二酸化炭素排出係数 

 

 【ボイラー室１】 

本事業においては、以下の値を採用する。 

Ffuel,Pj ＝ 5,928.0[t] 

HVfuel,Pj ＝ 54.5[GJ/t] 



CFfuel,Pj ＝ 0.0513 [t-CO2/GJ] 

 

よって、事業実施後排出量は下記の通り算出される。 

EMPj  ＝  5,928.0 × 54.5 × 0.0513 

        ＝  16,573.8（tCO2） 

 

【ボイラー室 2】 

本事業においては、以下の値を採用する。 

Ffuel,Pj ＝ 951.5[t] 

HVfuel,Pj ＝ 54.5[GJ/t] 

CFfuel,Pj ＝ 0.0513 [t-CO2/GJ] 

 

よって、事業実施後排出量は下記の通り算出される。 

EMPj  ＝  951.5 × 54.5 × 0.0513 

        ＝  2,660.3（tCO2） 

 

 

 

7.2 ベースライン排出量 

活動量 単位発熱量 排出係数 CO2 排出量 

6,336.0 [t] 50.1 [GJ/t] 0.0601 [t-CO2/GJ] 19,077.7 [t-CO2] 

1396.1 [kL] 39.1 [GJ/kL] 0.0708 [t-CO2/GJ] 3,864.7 [t-CO2] 

EMBL 22,942.4 [t-CO2] 



 

 

 

ベースラインエネルギー使用量 
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Qfuel,BL [MJ/年] ：ベースラインエネルギー使用量 

Ffuel,Pj [m3N/年] ：事業実施後の燃料の使用量 

HVfuel,Pj [MJ/m3N] ：事業実施後の燃料の単位発熱量 

εPj[%] ：事業実施後のボイラー効率 

εBL[%] ：事業実施前のボイラー効率 

 

 

【ボイラー室１】 

Ffuel,Pj ＝ 5,928.0 [t] 

HVfuel,Pj ＝ 54.5 [GJ/t] 

εPj ＝ 90.0 [%] 

εBL ＝ 91.6 [%] 

 

よって、ベースラインエネルギー使用量は下記の通り算出される。 

Qfuel,BL  ＝ 5,928.0 × 54.5  × （ 90.0 ／91.6  ） 

           ＝  317,433 [GJ]  



 

 

LPG 使用量  = 317,433 [GJ] ／ 50.8 [GJ/t] 

   = 6,248.7 [t] 

 

 

ベースライン排出量 

BLfuelBLfuelBL CFQEM ,,   

EMBL [t-CO2] ：ベースライン排出量 

Qfuel,BL [GJ] ：ベースラインエネルギー使用量 

CFfuel,BL [t-C/GJ] ：事業実施前の燃料（LPG）の単位発熱量あたりの二酸化炭素排出係数 

 

本事業においては、以下の値を採用する。 

 

Qfuel,BL ＝  317,433 [GJ] 

CFfuel,BL ＝ 0.0601 [t-CO2/GJ] 

 

よって、ベースライン排出量は下記の通り算出される。 

EMBL  ＝ 317,433 × 0.0601 

          ＝  19,077.7（tCO2） 

 

 



 【ボイラー室２】 

Ffuel,Pj ＝ 951.5[t-LNG] 

HVfuel,Pj ＝ 54.5 [GJ/t-LNG] 

εPj ＝ 90.0 [%] 

εBL ＝ 85.5 [%] 

 

よって、ベースラインエネルギー使用量は下記の通り算出される。 

Qfuel,BL  ＝ 951.5 × 54.5  × （ 90.0 ／85.5  ） 

           ＝  54,586（GJ） 

 

 

Ａ重油使用量 = 54,586 [GJ] ／ 39.1 [GJ/kL] 

   = 1,396.1 [kL] 

 

ベースライン排出量 

BLfuelBLfuelBL CFQEM ,,   

 

EMBL [t-CO2/年] ：ベースライン排出量 

Qfuel,BL [GJ/年] ：ベースラインエネルギー使用量 

CFfuel,BL [t-CO2/GJ] ：事業実施前の燃料（A 重油）の単位発熱量あたりの二酸化炭素排出係数 

 

本事業においては、以下の値を採用する。 



 

Qfuel,BL ＝ 54,586 [GJ] 

CFfuel,BL ＝ 0.0708 [t-CO2/GJ] 

 

よって、ベースライン排出量は下記の通り算出される。 

EMBL  ＝ 54,586 × 0.0708 

          ＝  3,864.7（tCO2） 

7.3 リーケージ排出量 

活動量 単位発熱量 排出係数 CO2 排出量 

    

    

LE 0[t-CO2] 

 

本事業においては、ボイラのみの更新であり、削減量の 5％以上となるようなリーケージ排出量は存在しない。 

 

 

7.4 温室効果ガス排出削減量 

項目 記号  

ベースライン排出量    (7.2) EMBL 22,942.4 [t-CO2] 

事業実施後排出量    (7.1) EMPJ 19,234.1 [t-CO2] 

リーケージ排出量    (7.3) LE 0 [t-CO2] 

温室効果ガス排出削減量  ER 3,708 [t-CO2] 



 

8 省エネルギー量 

注）複数の方法論を採用している場合は、表を追加して方法論ごとにエネルギー使用量を記載すること。 

原油換算（kl） 

実績 

ベースライン

（①） 実績（②） 

ベースライ

ン－実績 

（①－②） 

Ａ重油 1,408.3  1,408.3 

ＬＰＧ 8,189.8  8,189.8 

ＬＮＧ  9,691.0 -9,691.0 

省エネ量 ＝8,189.8 (kL) +1,408.3 (kL)－9,691.0 (kL) = △92.9 (kL) 

 

 

9  再生可能エネルギー利用量 

   

該当なし 

 


